予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費　　　
	事業名: 清流の国ぎふづくり推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　清流の国づくり県民運動係
　電話番号：058-272-1111（内2696）

　　　　　　　E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp 

	事業費


　要求額：10,227千円（前年度予算額：9,792千円）
	要求内容


	１　要求の内容


「第30回全国豊かな海づくり大会」を契機として高まった県民の環境保全意識と同大会の理念を継承・発展させ、清流を守り、活かし、伝える取組によって岐阜県の清流を健全な姿で次世代へ継承していく「清流の国ぎふづくり」を広く県民に普及し、県民総参加で推進します。
　（１）清流の国ぎふづくり県民大会の開催

　　　　県の清流月間である毎年7月のメインイベントとして、県が主催する「清流の国ぎふづくり」の普及啓発イベント。県民や環境保全団体等が参加し、ぎふ清流環境賞の表彰、パネルディスカッション、活動展示等を行うことで、清流の国ぎふづくりに関連する様々な情報を県民に発信する。
　（２）清流の国ぎふづくり協力事業の登録・データベース化

　　　　県内各地で行われる「清流の国ぎふづくり」に資する活動を、行政機関、民間団体等から広く募集・登録し、活動についてホームページ等で紹介する。
　（３）清流の国ぎふづくり県民連携会議の開催

　　　　「清流の国ぎふづくり」の推進組織として、環境保全団体、農林水産・商工関係団体、有識者等からなる「県民連携会議」を開催し、課題や施策に関する情報共有、意見聴取等を行う。
　（４）ぎふ清流未来の会議の開催

子どもたちの環境教育・環境学習の活動を中心として、それに係わる指導者や各種団体の活動に至るまで、清流の国ぎふの未来に繋がる学習成果等の発表会を開催する。
　（５）身近な水環境保全意識の向上
　　　　身近な水辺の様子に目を向ける「水生生物調査（ｶﾜｹﾞﾗｳｵｯﾁﾝｸﾞ）」や「感覚による河川調査」、生活排水による水質汚濁の改善に繋げる「清流調査隊」の3つの活動への参加を広く県民に呼びかけ、県民の水環境保全意識の向上と取組の実践を図る。
　（６）「清流の国ぎふづくり」の普及啓発
「清流の国ぎふ」の自然環境や「清流の国ぎふづくり」の取組について、イベント会場や商業施設等において広く県民へ普及啓発するブース出展等を行う。
	２　所要経費


（１）清流の国ぎふづくり県民大会の開催　　　　　　　　4,474千円
（２）清流の国ぎふづくり協力事業の登録・データベース化　616千円

（３）清流の国ぎふづくり県民連携会議の開催　　　　　　　611千円

（４）ぎふ清流未来の会議の開催　　　　　　　　　　　　1,044千円

（５）身近な水環境保全意識の向上　　　　　　　　　　　　506千円

（６）「清流の国ぎふづくり」の普及啓発　　　　　　　　2,976千円
	決定額の考え方


　清流の国ぎふづくり県民大会は平成２４年度当初予算と同額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	9,792
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9,792

	要求額
	10,227
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,227

	決定額
	8,753
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,753


事務事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

「清流の国ぎふづくり」に係る普及啓発を行うとともに環境保全活動への参加を呼びかけることで、県民の自然環境や水環境への関心と保全意識を高め、県民や各種団体等、多様な主体、世代による環境保全活動を促進します。


（目標の達成度を示す指標と実績）　*H24は12月末時点の数値
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	協力事業登録数（年度ごとの累積件数）
	－
（H22）
	－

	150件
（H23）
	223件
（*H24）
	700件
（H27）
	31.9％


	水生生物調査参加者数（単年度の参加者）
	－

（S58）
	5,238人
（H22）
	4,805人
（H23）
	5,717人
（H24）
	6,000人
（H27）
	95.3％


	河川調査参加者数（単年度の参加者）
	－
（H20）
	5,690人
（H22）
	4,781人
（H23）
	4,781人
（H23）
	10,000人

（H27）
	47.8％


	清流調査隊登録者数（活動中の隊員数）
	－
（H20）
	316人
（H22）
	344人
（H23）
	1,180人
（H24）
	700人
（H27）
	168.6％


	県政世論調査における認知度
	－

（H22）
	－

	25.7％

（H23）
	37.7％
（H24）
	50％
（H27）
	75.4％


○指標を設定することができない場合の理由

	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）清流の国ぎふづくり県民大会の開催

平成24年7月15日　飛騨・世界生活文化センターで開催（約1,000人参加）
（２）清流の国ぎふづくり協力事業の登録

73事業、36,557人（*12月末現在の集計値）
（３）清流の国ぎふづくり県民連携会議の開催

平成24年8月28日　岐阜県水産会館で開催
（４）ぎふ清流未来の会議の開催

平成24年12月8日　県立森林文化アカデミーで開催（約150人参加）
（５）身近な水環境保全意識の向上
・水生生物調査（カワゲラウオッチング）
　　参加者数：100団体、5,717人（のべ5,823人）
調査河川数：74河川　　調査地点数：111地点（のべ124地点）
・感覚による河川調査　実施中（未集計）
・清流調査隊
　新規登録：846人（17団体と個人）
　総隊員数：1,180人（26団体と個人）　河川数：42河川


（平成24年度の成果）

	　7月に開催した清流の国ぎふづくり県民大会では、ぎふ清流環境賞の授賞式と活動発表、エコツアーをテーマとしたトークセッション、流域で活動するＮＰＯ等によるセミナー、各種団体による展示ＰＲなどを行い、多くの来場を得た。
清流の国ぎふづくり協力事業では、市町村及び各種団体に対して広く参加を呼びかけ、12月末までに73事業の登録を行った。

8月に開催した清流の国ぎふづくり県民連携会議では、「清流の国ぎふづくり」の主要施策（ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）を中心に意見聴取を行うとともに、当会議の今後の活動について意見交換を行った。
ぎふ清流未来の会議では、環境学習等に取り組む県内外の小、中、高校が5校参加し、学習発表や生態系を学ぶゲーム等で交流するとともに、ＮＰＯや教員などの指導者等による意見交換会を行った。
　身近な水環境保全に係る「水生生物調査」「感覚による河川調査」「清流調査隊」については、広く参加の呼びかけを行い、多くの県民の参加を得て実施している。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	（評価）

○
	県下の豊かな自然環境の保全を図るには、岐阜県のアイデンティティである清流を守り、活かし、伝えていく「清流の国ぎふづくり」を広く県民に普及し、県民総参加の取組として推進する必要があるため、事業の必要性が高い。

	・事業の有効性（指標の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：期待した効果がある、△：一定の効果がある、×：期待した成果がほとんどない

	（評価）

○
	個々の指標では、直近の実績が前年度を割り込む項目が一部に見られるため、募集方法等に改善が必要と考える。平成24年度県政世論調査による「清流の国ぎふづくり」の認知度は対前年比12ポイントの増加となっており、着実に県民への浸透が図られていると言える。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある、×：効率化が図られていない

	(評価)

○
	　事業実施において、市町村や関係団体等の協力を得ることで、イベント開催経費や参加者募集に係る広報・広告経費の削減を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　県民に対する普及啓発を主な目的とした事業であることから、事業実績などを踏まえ、事業効果を高める新たな手法などを柔軟に取り入れる必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　事業に係わった関係者や各種団体、参加した県民等へのアンケートや意見聴取を行い、目標の達成に必要な要素を検討して事業に反映していく。


